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信州環境パートナーシップだより信州環境パートナーシップだより

環境キーワード解説

信州エコポスターコンクール 2022
中学生の部　最優秀作品

駒ヶ根市立赤穂中学校　3 年　加
か と う

藤　緋
ひ な

菜さん

『マイクロプラスチック』

　マイクロプラスチックとは、大きさが５ミリメートル以下の微細なプラスチックごみのことです。

　ビニール袋、発泡スチロール、ペットボトルなどは自然では分解されないた

め、海に流出すると、波の力や紫外線の影響で細かく砕けて小さなプラスチッ

ク片となります。

　海洋生物がエサと間違えて食べることで生態系に悪影響を与える可能性があ

るほか、食物連鎖を通じて人間の体内に取り込まれることで健康被害を引き起

こすことが懸念されています。

　海洋ごみは、山、川、海と、水の流れを通じて海岸へ流出します。源流域で

ある長野県から、プラスチックごみの発生を抑制するなど、できることから取

り組む必要があります。

★
令
和
５
年
度 

信
州
豊
か
な
環
境
づ
く
り
県
民
会
議
表
彰
を
行
い
ま
し
た

★
第
五
次
長
野
県
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

★
エ
コ
ロ
ジ
ー
掲
示
板

◎
信
州
エ
コ
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
３

　

環
境
保
全
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す



2

令和５年度 信州豊かな環境づくり県民会議表彰を行いました令和５年度 信州豊かな環境づくり県民会議表彰を行いました

　信州豊かな環境づくり県民会議では、多年にわたって又は他の模

範となり、環境美化活動などに貢献された個人や団体を表彰してい

ます。

　今年度は次の団体が受賞され、去る 5 月 17 日（水）に「くらし

ふと信州」で開催した当会議の総会に引き続き、表彰式を行いました。

受賞者 取　組　内　容 活動期間 活動地域

宇山810会

■農地・農業用水等の資源の保全管理や農村環境の保全・向上
・�水路、道路、林地の草刈り及び支障木伐採、アレチウリ駆除等
の農業資源の保全管理を行っている。
・�地区の清掃活動、花壇・公園での花の植栽活動等の農村環境の
保全・向上を目的として活動している。

約16年 佐久地域

花岡区

■地域社会の維持、形成並びに区民の生活及び福祉の増進
・�公園内の花壇作りや草取りに加え、里山への植林や草刈りなど、
区内の緑化及び清掃美化活動に取り組み、環境整備に努めている。
・�砂防堰堤周辺の環境整備及び減災、防災のため、堰堤周辺及び
堰堤内の草刈り・除伐を実施している。

約50年 諏訪地域

ミヤマシジミ
研究会

■絶滅危惧種や生物多様性の保全・保護
・�ミヤマシジミの生息地での調査・研究と保全活動を行うととも
に、セミナーや地域の小学校での環境教育などを実施している。
・�講演会や研究発表会を開催するとともに、ブログや印刷物、環
境展などを通して、自然環境保全の重要性をPRしている。

約9年 上伊那地域

三澤明男

■明治期の砂防施設にたまった土砂を取り除き、元の姿に戻す
・�完成から100年以上が経つ水路で、堆積した土を手作業で取
り除き、古き良き時代の施設を管理している。
・�近隣の森林の枯木・枯枝の片付けや登山道の整備をするととも
に、牛伏寺川を訪れる学生、生徒等に施設の案内をしている。

約8年 松本地域

中野市立
延徳小学校

■通学路のごみを拾い、地域をきれいにする
・�環境委員会の活動として、登校中にごみを拾う「ごみ拾い登校」
が始まった。
・�児童は本活動を通じて、環境美化、環境保全、地域の現在の環
境状況等についての意識、見識を高めている。

約12年 北信地域

スワテック
建設株式会社

■社員全員による地域のごみ拾い・環境美化活動
・�社員全員が就業時間前に集まり、社屋のあるみどり区内を中心
に地域のごみ拾い・環境美化に取り組んでいる。
・�幹線道路の路肩・緑地帯についても、草取り・草刈り・樹木の
剪定などを実施し、環境保全に取り組んでいる。

約11年 諏訪地域
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第五次長野県環境基本計画を策定しました第五次長野県環境基本計画を策定しました

　長野県は去る令和 5 年 3 月に、計画期間を 5 年間とする「第五次長野県環境基本計画」を策定しました。

　基本目標を「共に育み 未来につなぐ 豊かな自然と確かな暮らし」とし、パートナーシップにより、本県

が誇る自然環境を次世代に引き継いでいくとともに、経済・社会・環境の統合的向上を図り、持続可能な社

会の実現を目指します。

ポイント 1
　同時期に策定した本県の総合 5 か年計画である「しあわせ信州創造プラン 3.0」や、「長野県ゼロカーボ

ン戦略」及び「長野県廃棄物処理計画（第 5 期）」との整合を図り、ゼロカーボン施策を拡充するとともに、

限られた資源を無駄なく有効活用するための循環経済（サーキュラーエコノミー）への転換に向けた施策な

どを盛り込みました。

ポイント２
　今回から新たに、生物多様性基本法に基づく「生物多様性地域戦略」に当たる「生物多様性ながの県戦略」

としても本計画を位置付け、長野県版レッドリストの改訂等の生物多様性の保全に関する具体的な施策を盛

り込みました。

ポイント３
　本計画を親しみやすいものとするために、県民及び事業者等の皆様から、環境保全に関する行動を呼びか

ける標語を募集し、計 360 作品（167 名から応募）の中から、施策の分野ごとに「推進標語」を選定しました。

　本県の豊かな自然と確かな暮らしを未来につなげ、持続可能な社会を実現するためには、県民、事業者、

NPO 及び行政等のあらゆる主体のパートナーシップと、皆様の環境保全に対する意識の更なる向上及び具体

的な行動が重要となります。

　引き続き、県の環境保全に向けた取組に対するご理解とご協力をよろしくお願いします。

１　持続可能な社会の構築

暮らし良い
豊かな自然に

全員参加

４　水環境の保全

きれいな空気と 美味しい水
当りまえにある幸せを

これからも

２　脱炭素社会の構築

ゼロカーボン
少しの意識で

変わる未来

５　大気環境等の保全

見えるかな
何万年後

あの星が

３　生物多様性・自然環境の保全と利用

生き物と
豊かな自然

未来へと

６　循環型社会の形成

つくる、つかう
責任意識

高めよう

 夏の昼間（14 時頃）の電気使用の内訳 

【問合せ先】長野県 環境部 環境政策課
TEL：026-235-7169　FAX：026-235-7491　E-mail：kankyo@pref.nagano.lg.jp

受賞者 取　組　内　容 活動期間 活動地域

木下建設
株式会社

■地域のシンボルとして愛される桜並木の美化に貢献
・�社員40名ほどの有志で飯田市大宮通りの桜並木の落ち葉の清
掃作業を行っている。
・�桜並木の保存のため、大勢の職員の方が地元の方と一緒に長年
にわたって積極的に落葉活動を行い、地域のシンボルとして愛
されている桜並木の美化に大きく貢献している。

約21年 飯田地域
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　環境保全に対する理解と関心を深め、環境保全への取組を推進することを目的として、環境保全に関するポスター

を募集しています。

１　テーマ

　　「未来のために、わたしたちができること」

２　募集区分・内容

３　応募資格

　　長野県内に在住又は県内学校に在学する小中学生

４　入賞・入選

　　長野朝日放送の番組や県公式ホームページなどで紹介するほか、賞状と賞品を贈呈します。

５　応募期間

　　令和 5 年 6 月 19 日（月）～令和 5 年 8 月 31 日（木）（当日消印有効）

６　主催

　　長野県、信州豊かな環境づくり県民会議、abn 地球を守ろう！プロジェクト

　※応募先や応募要項は、下記 URL からご覧ください。

　　https://www.pref.nagano.lg.jp/kankyo/happyou/220606press.html

エコロジー掲示板

発行日／令和 5 年 8 月 10 日
発　行／信州豊かな環境づくり県民会議
事務局／長野県環境部 環境政策課
TEL ／ 026-235-7169（直通）
URL ／ https://www.pref.nagano.lg.jp/kankyo/kenminkaigi_tamaki.html

信州エコポスターコンクール2023信州エコポスターコンクール2023
環境保全に関するポスターを募集しています環境保全に関するポスターを募集しています

詳細はこちらをご覧ください。

【問合せ先】長野県 環境部 環境政策課
TEL：026-235-7169　FAX：026-235-7491　E-mail：kankyo@pref.nagano.lg.jp

募集区分 内　　容

小学生・低学年の部
○気候変動・脱炭素（ゼロカーボン）に関するもの
○省エネルギー、再生可能エネルギー、節電に関するもの
○水質汚濁、大気汚染等の公害の防止に関するもの
○生物多様性、動植物の保護等、自然環境保全に関するもの
○ごみの分別、減量化、再使用、再資源化等に関するもの
○プラスチック、空き缶等ごみの散乱防止に関するもの
○その他環境保全に関するもの

小学生・高学年の部

中学生の部

2019（令和元年度）
小学生・高学年の部　最優秀作品

2020（令和2年度）
小学生・低学年の部　最優秀作品

2021（令和3年度）
中学生の部　最優秀作品

（過去の最優秀作品）


